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粉

の

貯

歳

試

験
農
曲
学
博
士

近

藤

高

太

良E

農

易経

士

|司

彦

ー-1

て
緒

雷

、，Ja・

大
原
農
業
研
究
所
に
於
で
は
多
年
小
萎
の
貯
蔵
研
究
を
な
し
来
た
り
た
る
が
、
先
年
本
庄
氏
く
は
ガ
ラ
ス
瓶
、
防
漁
紙
袋
、
紙
袋
及
び
木

・棉
袋
に
一
一
ヶ
年
貯
蔵
し
た
る
小
萎
粉
の
品
質
に
つ
き
研
究
し
て
、
粉
に
で
貯
離
す
る
時
は
、
粒
に
て
貯
離
す
る
場
合
に
比
し
て
費
質
し
易

〈
、
貯
戴
僚
件
良
好
な
る
場
合
と
雌
も
、
粒
貯
蔵
に
比
し
て
幾
分
遜
色
あ
る
を
菟
れ
や
。
水
分
含
量
一
一
一
%
の
小
奏
粉
は
、
水
分
一
四
%
の

試
料
に
比
し
て
、
貯
賊
結
果
良
好
に
し
て
掛
の
費
質
程
度
鞭
微
な
り
。
叉
貯
雄
容
器
に
よ
る
貯
離
結
果
の
差
異
を
見
た
る
に
、
ガ
ラ
ス
瓶
貯

臓
が
最
良
に
し
て
、
他
の
容
器
と
の
差
顕
著
た
り
。
防
渦
紙
袋
貯
戴
之
に
次
ぎ
て
精
良
好
、
紙
袋
貯
械
、
木
棉
袋
貯
離
は
更
に
劣
り
、
雨
者

一
般
に
貯
蔵
に
依
る
費
化
は
.
ハ
ン
性
に
於
て
著
し
く
現
は
れ
、
麺
性
に

.
の
差
異
殆
ん
ど
無
き
も
、
僅
か
に
麺
性
に
於
て
紙
袋
貯
離
優
れ
り
。

於
て
小
島
弘
り
。
而
し
て
、
粉
の
貯
戴
僚
件
は
、
水
分
合
量
一
二
dw
以
下
に
て
、
防
漁
容
器
に
密
封
貯
賦
す
る
を
要
す
。
か
く
せ
ば
、
貯
賊
ニ

ヶ
年
後
と
難
も
費
質
程
度
極
め
て
軽
微
に
し
℃
、
粒
貯
離
に
比
し
て
大
・
な
る
遜
色
た
く
、
品
質
の
保
全
を
完
う
し
得
べ
し
と
述
べ
た
り
。

右
に
よ
っ

τ、
小
事
実
紛
の
貯
離
試
験
は
既
に
十
分
た
る
も
、
本
庄
氏
は
更
に
之
を
繰
返
し
て
試
験
を
行
は
ん
と
計
叢
し
て
、
昭
和
一
四
年

産
の
小
萎
粉
を
用
ひ
て
、
三
ヶ
年
の
議
定
に
て
貯
戴
試
験
を
開
始
し
た
り
。
然
る
に
本
庄
氏
は
昭
和
一
六
年
九
月
に
貯
離
試
験
の
中
途
に
於

小
委
粉
の
貯
am滋
厳

五
五



小
委
粉
の
貯
厳
試
睡
眠

五
六

て
不
幸
死
去
し
た
り
。
依
っ
て
著
者
等
(
特
に
岡
〉
が
そ
の
試
験
を
引
き
受
け
て
、
稽
績
施
行
せ
り
。
誌
に
そ
の
結
果
を
報
告
せ
ん
と
す
。

-
て
貯
蔵
試
験
の
方
法

〆筒、

一、d
試

料

-
供
試
小
委
粉
は
、
昭
和
一
四
年
嘗
研
究
所
産
の
小
事
実
畠
田
の
製
粉
な
り
。
貯
離
首
時
の
水
分
合
量
は
本
庄
氏
死
去
の
矯
め
不
明
な
る
も
、

今
日
鑑
に
密
封
せ
る
小
萎
粉
の
水
分
合
量
は
一
二
・
二
%
な
る
が
故
に
、
営
初
の
水
分
も
一
二
・
二
%
と
見
る
も
差
支
た
か
る
べ
し
・
封
胤
と

し
て
、
粒
の
ま
L
錨
に
密
封
貯
出
帆
し
た
る
も
の
乞
設
け
た
る
が
、
そ
の
水
分
は
一
'
O
%
な
り
。
而
し
て
生
産
よ
り
貯
磁
終
了
迄
満
三
ヶ
年
を

経
過
し
た
り
。

《

一

一

)

貯

離

法

《イ
V

昭
和
一
四
年
一
O
月
に
・
小
萎
粉
生
次
の
四
種
の
容
器
に
貯
蔵
せ
り
。

ト
タ
シ
絞
製
錨

《

ロ

)

日
本
塗
紙
工
業
株
式
合
枇
製
防
渦
紙
袋

〈

ハ

V

日
本
製
袋
工
業
株
式
会
F
吐
製
紙
袋

《
エ
ト
〉

メ

リ

ゲ

シ

袋

各
A
、
B
と
し
て
二
容
器
宛
に
貯
へ
た
り
。

右
の
封
照
と
し
て
、
小
委
粒
を
舗
に
貯
離
せ
る
と
と
前
述
の
如

L
。



前
記
試
料
を
ば
、
首
所
の
簡
易
な
る
倉
庫
内
に
、
・
昭
和
一
四
年
一

O
月

よ
旬
同
一
七
年
七
月
迄
三
ヶ
年
貯
離
せ
り
。

三
、
貯
蔵

の

結

果

昭
和
一
七
年
七
月
に
各
試
料
を
取
り
出
し
て
、
貯
蔵
一
一
一ヶ
年
後
の
品
質

調
査
を
行
へ
り
。
封
照
小
委
粒
は
製
粉
の
上
比
較
に
供
せ
り
。
而
し
て
調

査
の
項
目
は
小
委
粉
の
色
、
蝿
感
、
臭
、
水
分
、
戸
、
歎
量
、
麺
施
性
及

ぴ
麺
僚
性
な
り
。

貯
械
の
結
果
は
第
一
、
二
表
に
掲
ぐ
る
が
如
し
・

ハイ》

鑑

蔵

貯

銀
に
貯
離
せ
し
小
委
粉
は
色
、
蝿
感
、
臭
に
於
て
異
欣
た
く
、
水
分
に

費
化
無
く
、
凶
は
五
・
四
、
鉄
量
は
梢
減
少
、
麺
舶
に
友
し
た
る
時
、
又
は

姐
鈍
に
作
り
た
る
時
に
、
相
可
た
り
の
欣
態
に
あ
り
句
此
鑑
に
貯
へ
た
る

小
委
掛
は
、
粒
の
ま
L
鑑
に
貯
へ
た
る
も
の
に
比
す
れ
ば
、
そ
の
品
質
は

棺
劣
れ
り
と
錐
も
、
他
の
何
れ
の
容
器
の
小
菱
粉
よ
り
も
貯
蹴
の
結
某
は

良
好
に
し
て
、
小
委
粉
の
一一
一
ヶ
年
貯
蹴
と
し
て
は
成
功
た
り
と
云
ふ
べ
し
。

小
Ea
紛
の
貯
蔵
試
駿

貯蔵小委紛の品質

粉 の 外 観 i 鉄 霞
貯 厳 容 器

|陶感|
水分
粉pHの |鰍|鰍色 奥

|伽 |良|
軸良 12.2 5.38 I 7.1 I 16.7 lH-色 11 13.4 5.43 I 6.2 I 14.7 

紙 日本塗紙曾前t製B I " I 11 曹 13.6 5.26 5.6 14.1 

袋 日本製袋曾枇製AI " I 11 " 14.4 5.12 5.5 13.6 
日本製袋曾駐製B I " 市 n 14.2 5.09 5.4 沼.4

11Z3.8 8 
メリケ y 袋 A " 11 思奥 14.3 4.71 4.8 
メリケ γ 袋 B 11 " " 14.0 4.印 5.l 
靴 結貯蔵)i 11 良 良 10.0・一 9.0 27.4 

第一表

五
七

備考 1.水分は秤量管を用ひfi燥器にて測定し、 3閲反覆の卒均

2. pHはキ γヒドロ!l'JIi極により 2閲の平均

&獄置は3回の平均 九・粒の水分
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第
二
表
貯
蹴
小
委
の
食
品
的
品
質

同
〈

貯
厳
容
密

鍵

，
塗
紙
曾
枇
製
A

I
 :塗
紙
曾
量
t製
B

紙
袋
fl
鍍
袋
曾
量
t製
A

E
製
袋
曾
量
t製
B

メ
リ
ケ
y
袋
A

~
リ
ケ

y
袋

B

粒
(
鎗
〉

形
燃
~
寸
組色
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徹

凹
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l
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量
も
減
じ
、
麹
動
性
も
柑
不
良
、
鑑
髄
と
な
す
も
徴
悪
臭
を
費
し
て
劣
仇
り
。

さ
れ
ば
此
袋
に
貯
へ
し
結
果
は
、
前
の
袋
に
比
す
れ
ば
慈
し

く
し
て
、
劣
り
、
そ
の
貯
磁
は
成
功
に
あ
ら
や
と
云
ふ
ぺ
し
。

《
-
一
〉

メ
リ
・
ケ

ン'

袋

此
木
棉
袋
に
貯
へ
し
小
委
粉
は
慈
臭
を
放
ち
、
樹
感
梢
不
良
、
水
分
を
貯
蔵
中
に
二

M
吸
牧
し
、

H
は
四
・
七
に
し
て
、
組
め
て
酸
性
を

n
y
 

地
帯
び
、
数
量
も
亦
粒
貯
械
に
比
し
半
分
注
り
、
麺
拍
柱
、
麺
僚
性
共
に
不
良
に
し
て
、
悪
臭
を
放
て
り
。
此
貯
械
は
失
敗
と
一
五
ふ
ペ
し
・
以

上
の
同
種
の
貯
蹴
法
中
、
此
メ
リ
ケ
ン
袋
貯
械
が
最
悪
の
結
果
を
呈
し
、た
り
。

小
畠
賓
紛
の
貯
緩
説
駿

玉
丸

(
ホ
V

粒
の
鏑
貯
雌
(
封
照
)

封
照
に
供
せ
し
粒
の
鎖
貯
蔵
に
於
て
は
、
そ
の
粉
は
良
好
に
し
て
、
数
量
は
前
記
何
れ
の
小
委
粉
よ
り
も
断
然
著
し
く
多
く
、
麺
掲
性
並

に
麺
僚
性
は
制
め
て
良
好
な
り
。

以
上
の
結
果
を
綜
合
す
る
に
‘
小
委
粒
の
ま
L
貯
離
し
得
ら
る
L
な
ら
ば
、
粒
を
よ
く
乾
燥
し
て
、
粒
の
ま
L
鑑
に
密
封
じ
て
貯
離
す
る

を
最
良
の
方
法
と
た
ず
。
さ
れ
ど
若
し
小
萎
粉
に
な
し
て
貯
離
せ
ん
と
す
る
必
要
あ
ら
ば
、
よ
く
乾
か
し
た
る
小
委
掛
を
舗
に
密
封
し
て
貯

離
す
ぺ
し
・
そ
の
水
分
は
此
試
胎
の
如
く
一
二
dw
に
て
可
た
り
。
か
く
す
れ
ば
比
較
的
良
好
の
欣
態
に
て
、
三
ヶ
年
貯
離
し
得
ペ
し
@
繊
の

代
用
と
し
て
、
他
の
も
の
を

mふ
る
場
合
に
は
、
日
本
塗
紙
工
業
合
枇
製
の
防
禍
紙
袋
は
梢
良
好
に
し
げ
』
、
錯
に
戎
ぎ
て
有
効
た
り
。
さ
れ

ど
日
本
製
袋
品
開
枇
の
紙
袋
は
著
し
く
効
果
劣
り
、
叉
メ
リ
ケ
ン
木
棉
袋
に
て
は
最
も
貯
離
効
巣
少
な
く
、
後
三
者
は
三
ヶ
年
貯
臓
に
は
不
通

賞
と
一
試
ふ
ペ
し
。

、



物
の
場
合
に
同
じ
か
る
べ
し
。

小
菱
粉
は
そ
の
小
宴
の
種
類
に
よ
り
、
或
は
貯
臓
方
法
に
よ
っ
て
、
貯
離
後
の
食
品
的
慣
値
に
犬
な
る
差
異
在
来
た
す
と
と
は
、

フ
イ
ツ
シ
ヤ
1
等
ゅ
の
述
ぺ
し
小
変
掛
貯
戴
の
例
を
見
る
に
、
小
害
者
粉
を
二
ヶ
年
蛾
に
貯
蹴
し
た
る
に
、
}
一
民

}
般
慰

小
委
粉
の
貯
蔵
試
駿

六。

圏
、
考

察

す
る
も
の
に
し
て
、
貯
離
後
二

r一
エ
ヶ
年
に
て
最
良
の
極
に
撞
す
べ
く
、
よ
き
鎌
件
に
て
貯
ふ
れ
ば
、

一
0
ヶ
年
貯
離
は
安
全
な
り
と
一
五
へ

一
等
品
の
麺
劫
と
な
り
た
る
に
も
拘
は
ら
や
、
他
の
小
委
粉
よ
り
は
、
辛
じ
て
麺
舶
の
形
を
な
し
た
る
も
の
を
持
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
と
。

、J
R
U
 

札
ヴ
サ
シ
ダ
I
ス

(
F
E
E
S
-
n・岡山・
v
く
等
に
よ
れ
ば
、
小
委
粉
は
貯
臓
に
よ
っ
て
始
め
一
時
麺
艶
性
は
高
ま
り
た
る
後
に
、
漸
次
に
劣
費

り
。
さ
れ
ど
一
般
に
必
や
し
も
か
く
多
年
安
全
に
貯
へ
得
ら
る
L
も
の
に
あ
ら
守
し
て
、
貯
賦
六
、
七
ヶ
月
に
℃
小
委
粉
は
使
用
に
堪
へ
・
?

と
云
ふ
報
告

σも
見
る
所
た
り
。
叉
北
米
産
硬
践
の
小
萎
と
西
肱
産
軟
弱
の
小
委
と
は
、
そ
の
貯
磁
力
に
於
て
異
る
と
云
ふ
。
以
上
の
例
の

如
く
に
、
貯
離
結
果
に
差
異
一を
来
た
せ
る
は
、
元
来
小
菱
の
種
類
に
よ
る
べ
く
、
叉
そ
の
貯
賦
脇
陣
件
の
義
異
に
よ
る
と
と
明
か
な
り
。
本
邦

に
於
て
は
将
来
小
委
粉
の
需
要
の
増
加
に
つ
れ
て
、
小
委
粒
の
貯
蔵
の
み
-
な
ら
や
、
小
事
費
粉
の
貯
臓
が
必
要
と
友
る
ペ
レ
。
而
し
て
本
邦
産

小
委
は
我
園
調
特
の
品
種
に
し
て
、
し
か
も
自
然
の
環
境
は
貯
識
に
良
好
な
ら
や
。
さ
れ
ば
従
来
の
貯
離
法
に
て
は
サ
ン
ダ
l
ス
の
例
の
如

〈
二
、
一
}
一
ヶ
年
の
聞
は
品
質
は
却
っ
て
良
化
し
、

一
0
ヶ
年
に
五
り
て
安
全
な
り
と
一
再
ふ
と
と
能
は
や
。
寧
ろ
前
越
の
著
者
等
の
賓
臨
に
よ

る
も
、
そ
の
貯
蹴
中
に
粉
質
は
漸
次
劣
聾
す
る
を
認
む
る
な
り
。
故
に
、
本
邦
に
於
け
る
小
萎
粉
の
貯
離
に
つ
き
で
は
本
邦
の
事
情
に
於
て

別
に
研
究
を
要
す
る
た
り
・

小
委
粉
の
貯
蔵
保
件
と
し
て
最
も
重
要
な
る
は
、
そ
の
乾
燥
な
り
と
す
。
本
庄
氏
の
試
験
に
於
て
、
水
分
含
量
一
二
%
の
時
に
二
ヶ
年
間



貯
磁
の
安
全
左
る
b
E
認
め
、
著
者
等
の
試
験
に
於
て
は
一
二
・
ニ
dw
の
水
分
注
る
が
、

コ一
ヶ
年
の
貯
離
に
堪
へ
た
り
。

フ

イ
ツ

ー〆
ヤ

(2) 
(8) 
の

試
験
に
よ
る
も
、
水
分
一
二
%
に
於
て
、
小
奏
粉
の
貯
離
結
果
は
可
な
る
の
み
た
ら
や
、
熱
帯
地
方
へ
輪
出
す
る
も
可
た
り
。
而
し
て
安
全

貯
蹴
の
震
に
は
水
分
を
一
一
一
%
以
下
に
た
す
必
姿
な
し
と
.

製
粉
す
る
時
は
小
委
に
若
干
の
水
分
生
加
へ
て
水
分
を
一
凶

l
一
五
dw
と
な
す
が
故
に
、
そ
の
製
粉
は
普
通
に
水
分
一
二
U
F
の
如
く
乾
燥
し

た
る
も
の
に
あ
ら
歩
。
さ
れ
ば
貯
戴
小
婆
掛
は
特
別
に
火
力
に
て
乾
燥
せ
ざ
る
べ
か
ら
や
。
そ
の
時
の
温
度
は
播
氏
六

O
皮
と
な
す
べ
し
・

此
温
度
に
熱
す
れ
ば
徴
生
物
及
び
小
動
物
も
死
し
て
消
毒
せ
ら
る
ぺ
し
0
・

共
に
一
度
乾
燥
す
る
も
小
委
掛
は
宰
中
よ
り
禍
臼
戒
を
吸
牧
し
て
そ
の
水
分
は
増
加
す
。
例
へ
ば
本
庄
氏
の
小
委
粉
貯
蔵
例
に
よ
れ
ば
、
小

安
粉
の
元
一
一
一
uw
の
水
分
が
貯
難
中
二
一
丁
七
U

刊
に
迄
増
加
し
、
又
著
者
等
小
委
粉
貯
離
の
例
に
よ
れ
ば
、
元
一
二
・
ニ
dw
の
水
分
が
一
四
・一一一

%
に
迄
増
加
し
た
る
が
如
し
。
さ
れ
ば
小
油
会
粉
を
貯
蝋
ぜ
ん
と
せ
ば
、
之
を
し
て
吸
禍
せ
ざ
ら
し
む
べ
く
、
密
封
す
る
必
要
あ
り
。
之
れ
一

般
難
物
の
場
合
に
同
じ
け
れ
ど
、
小
萎
粉
に
於
て
は
特
に
然
り
と
す
。
裁
に
於
て
鏑
密
封
が
最
も
理
想
的
な
る
と
と
白
か
ら
明
か
な
り
。
本

・庄
氏
の
試
験
に
於
て
も
、
又
著
者
等
の
試
験
に
於
て
も
、
瓶
又
は
繍
貯
臓
に
於
て
小
委
粉
が
そ
れ
/
¥
一
一
年
、

三
年
間
安
全
に
貯
へ
ら
れ
し

は
首
然
の
と
と
な
り
。
さ
れ
ば
小
萎
掛
を
貯
離
し
、
且
つ
蓮
搬
に
使
な
る
程
度
の
舗
を
作
り
て
、
之
に
小
委
粉
を
密
封
貯
離
す
る
を
最
も
理

、ノ

フ
イ
ツ
シ
ヤ

lσ
等
は
水
分
一
二
dm
の
小
委
粉
一乞
鍵
と
袋
と
に
一
八
ケ

想
的
と
な
す
。
舗
と
袋
と
の
比
較
試
験
を
た
し
た
る
も
の
る
る
が
、

月
間
貯
へ
た
る
に
、
化
接
的
理
化
は
雨
者
間
近
似
し
て
著
し
き
差
異
な
か
り
し
も
‘
榔
慨
し
て
舗
に
於
て
型
化
小
な
り
と
逃
ぺ
た
る
が
、
著
者

等
及
び
本
庄
氏
の
試
験
に
於
て
は
、
鐘
又
は
瓶
密
封
と
他
の
袋
と
の
聞
に
は
相
営
の
差
異
を
認
め
た
る
た
り
。

鍵
以
外
に
は
袋

PLmふ
る
が
.
カ
ス
カ
ル
ト
令
』
，

S
E
E
-
巧
-zvo等
が
四
種
の
袋
帥
ち
同
V
M
H

宮町

LEan-』巨岬冊目
h
a四
回
目
"
の
。

g
g

小
委
粉
の
貯
雌
ぷ
駿

六



小
餐
紛
の
貯
蔵
裁
量
事

六
二

大
憶
に
於
て
袋
の
間
ほ
差
異
な
か
り
し
も
、
後
に
紙
袋
及
び
木
棉
袋
に
於
て
多
少
有
利
な
る

を
認
め
た
り
と
て
、
約
四
種
の
袋
に
よ
り
貯
離
効
果
に
は
大
差
た
く
、
吸
禍
も
放
楓
も
業
異
な
く
し
て
‘

図
書
・
を

mひ
て
小
窓
会
掛
乞
貯
離
し
た
る
に
、

一
試
料
は
四
ヶ
月
後
に
、
他
の
試

料
は
六
ヶ
月
後
に
共
に
劣
鑓
し
始
め
た
り
と
述
ぷ
。

著
者
等
が
紙
袋
二
種
及
び
木
棉
袋
に
て
試
験
し
た
る
結
果
、
日
本
塗
紙
工
業
曾
枇
製
の
防
梯
紙
袋
は
他
の
二
種
よ
り
も
吸
損
す
る
と
と
少

く
、
同
の
幽
変
化
も
少
く
、
歎
量
の
減
少
も
鞘
比
較
的
に
少
く
、
麺
拍
及
び
観
鈍
と
‘
な
し
た
る
時
も
著
し
く
良
好
な
る
が
放
に
、
此
袋
は
他
の

二
者
に
比
し
℃
優
良
た
り
と
云
ふ
ぺ
し
・
勿
論
鏑
貯
離
に
比
す
れ
ば
及
ぱ
ぎ
れ
ど
、
鏑
b

乱
用
ひ
得
ざ
る
場
合
に
は
、
此
防
渦
紙
袋
の
使
用
は

日
本
製
袋
品
開
枇
の
紙
袋
及
び
メ
リ
ケ
ン
袋
は
共
に
小
委
粉
の
貯
離
に
は
壇
賞
せ
歩
。
只
運
搬
及
び
一
時
的
入
れ
物
の
袋
と
し
て
用
ふ
可
き

可
な
り
と
一
五
ふ
ぺ
し
。

も
の
な
り
。
前
記
ア
メ
リ
カ
の
カ
ス
カ
ル
ト
の

mひ
し
袋
は
、
査
し
誌
に
用
ひ
し
紙
袋
及
び
メ
リ
ケ
ン
袋
と
同
一
程
度
の
も
の
た
ら
ん
.

以
上
を
要
す
る
に
、
小
萎
粉
P
L
貯
叫
慨
す
る
に
は
、
そ
の
水
分
合
量
を一
一
一
一
%
に
な
し
て
鱗
に
密
封
す
べ
し
・
か
く
す
れ
ば
一
コ
ヶ
年
貯
蔵
に
於

て
も
安
全
な
り
。
舗
を
使
用
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
強
組
な
る
防
相
硝
紙
袋
b

乱
用
ふ
ぺ
し
。
と
れ
餓
に
弐
ぎ
て
貯
蝋
上
効
果
あ
り
て
、
鱒
の

代
用
に
な
し
得
べ
し
・
他
の
紙
袋
又
木
棉
袋
の
如
き
は
、
小
安
粉
の
貯
械
に
通
せ
・
予
と
云
ふ
ぺ
し
。
而
し
て
粒
に
て
貯
蹴
す
る
は
、
小
萎
耕

に
で
貯
離
す
る
よ
り
も
安
全
な
る
放
に
、
成
可
粒
に
て
貯
離
す
べ
し
・
以
上
の
事
柄
は
義
に
本
庄
氏
の
費
表
せ
し
底
に
一
致
す
る
な
り
。

玉
、
摘

要

て
昭
和
一
四
年
首
研
究
所
産
の
小
菱
自
同
国
の
製
粉
を
用
ひ
、
そ
の
水
分
E
一
二
・
二
%
に
な
し
て
、
鑑
、
防
滋
紙
袋
二
積
及
び
メ
リ
ケ
ン



袋
に
入
れ
て
、
昭
和
一
七
年
七
月
迄
一
一
一
ヶ
年
貯
離
し
・
以
て
貯
蔵
の
結
果
を
試
験
ぜ
り
。
封
照
と
し
て
粒
の
ま
L
鑑
に
貯
離
し
た
る
も
の

を
設
け
た
り
。

二
、
昭
和
一
七
年
七
月
に
試
胎
せ
し
項
目
は
、
小
萎
粉
の
色
、
簡
感
、
臭
、
水
分
、
同
、
数
量
、
麺
品
開
性
及
担
保
性
た
り
。

一
二
、
種
々
の
項
目
を
綜
合
す
る
に
、
小
姿
粉
b
E

錨
に
貯
ふ
る
時
、

と
の
水
分
合
量
が
一
二
d
w
た
れ
ば
、
三
ヶ
年
を
粧
る
も
、
良
好
の
欣
態
に

あ
り
。

四
、
日
本
控
紙
工
業
合
枇
製
ク
ラ
フ
ト
防
場
紙
袋
同
貯
へ
し
小
萎
粉
は
、
鏑
貯
械
の
小
萎
粉
に
比
す
れ
ば
、
品
質
劣
れ
ど
も
、
一
ニ
ヶ
年
貯
戴

小
褒
紛
の
貯
磁
諸
般

六

後
も
可
た
り
の
献
態
に
あ
り
て
、
食
則
と
し
て
義
文
な
く
、
可
た
り
の
成
功
と
云
ふ
ペ
し
・
よ
っ
て
舗
を
使
用
す
る
と
と
能
は
ざ
る
場
合

の
代
用
と
た
し
得
ぺ
し
・

五
、
他
の
紙
袋
及
び
メ
リ
ケ
シ
袋
に
貯
へ
し
小
婆
粉
は
、
コ
一
ヶ
年
後
に
は
品
質
慈
し
く
し
て
、
そ
の
貯
離
は
成
功
に
あ
ら
ざ
る
を
認
め
た
り
。

-

殊
に
メ
リ
ケ
ン
袋
の
結
果
は
不
良
た
り
。

六
、
粒
の
蟻
貯
離
は
小
萎
粉
貯
離
よ
り
も
結
果
極
め
て
良
好
な
り
。
放
に
可
成
粒
の
ま
L
貯
蹴
す
ぺ
し
・

文
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